
病児保育施設の1日を知ってもらえるよう、すとくのおおまかな流れをご紹介します！

➊入室・朝の受け入れの流れ

①入室 ※予約時間前の入室はお断りしています。

予約時間になりましたら、

インターホンを押して下さい。

誘導先の玄関にて付き添いの

方(保護者)の検温を行います。

お部屋入室後、親子で手洗い

をしていただきます。

②持ち物と提出書類の確認・記入

◎提出書類

(記入済の場合)

家庭からの連絡票

(登録未の場合)

事前登録票

(既往がある場合)

食物アレルギー調査票

熱性けいれん状況調査票医師連絡票

◎記入する書類

利用申込書

※毎月初回利用時に記入

※自宅で記入して持参すると時間短縮になります！

◎持ち物 ： 持ち物全てに記名を！

〇飲食物

〇その他

・すとくで使用する薬剤

(処方または指示された薬剤)

・お薬手帳・薬剤情報

〇薬剤
・おやつ(AM・PM)

・お弁当・離乳食(食器含む)

・着替え(最低2着ずつ)

・水分(多め)

・バスタオル ： 1枚

(必要な方)

・オムツ(多め)

・おしりふき

・汚れたオムツ入れ用

ビニール袋 ： 1枚

・食事用エプロン

・ミルク(１回分ずつ)

・ほ乳瓶(飲む本数分)・おしぼり ： 1枚

・ビニール袋 ： 数枚

③お子さまについての聞き取り

既往がある場合は各調査票に沿ってお話を伺います。

保護者の方よりお子さまの検温をしていただきながら、

「家庭からの連絡票」に沿ってお話を伺います。

検温中

家庭からの連絡票

食物アレルギー調査票

熱性けいれん状況調査票

④保護者退室

大好きな保護者の方との

バイバイで多くのお子さま

は涙しますが、安心して

いってらっしゃい！

連続利用の場合、2日目以降は持ち物確認と

お子さまについての聞き取りのみとなるため

朝の受け入れ時間は短縮されます。

❷日中の過ごし方
お子さまの体調や生活リズムに合わせて、お迎えまで自分のしたい遊びを楽しみ、持参のおやつや

お弁当を食べ、休息をとりながら過ごします。医療従事者による状態観察もあります。

遊 び

投 薬おやつ・昼食

検温・水分補給

お昼寝・休息

状態観察

排泄・オムツ替え

すとくでは年齢に合わせて玩具を用意します。好

きな遊びを見つけて安心して楽しめるような保

育を心がけています！

指導医による状態観察は午前中、看護師による観察

は午前・午後に1回ずつ実施します。

症状が悪化した場合は、聴診や酸素飽和度測定、持

参薬での対応等、お子さまの症状に合わせた対応を

行います。

持参された食べ慣れたおやつやお

弁当をいただきます。「食べられる

ものを食べられるだけ」をモットー

に、食べられない場合は時間を調

整したり、水分補給のみにしたりす

る等、個々に合わせて対応していま

す！

医療機関で処方または指示の

あるお昼分の薬を保護者の方

の依頼に基づき、投薬します。

拡大

※当施設は保育施設のため、診断や治療は行いま

せん！診断医の指示に従ってください！

❸お迎え・退室

朝の入室時同様、お迎え時もインターホンを押して

いただくと職員がご案内します。検温・手指消毒を

お願いしています。

１日の様子(主に体調面を中心に)を保育記録に基づいてお

伝えします。(保育記録はお伝えした後にお渡しします。)

お帰りの頃には

笑顔のお子さまが

たくさんです。

慣れない環境に加え、体調不

良でなかなか眠れないお子さ

まもいますが、身体にかかる

負担を少しでも軽減できるよ

うに全員が必ずお布団でお昼

寝(休息)します。

家庭からの連絡票


